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　　　　　　　　　　　　　　　　　　私の祖父母は宮城県出身でブラジルへ移住しました。
　　　　　　　　　　　　　　　父は日本人、母はブラジル人です。父の国である日本に
　　　　　　　　　　　　　　　興味があり、20年前に日本へ来ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　私がブラジルに居る時には、ブラジルの人たちは私を
　　　　　　　　　　　　　　　日本人だと言いました。日本へ来たらブラジル人だと言
われます。時々自分には母国がないと思う時があります。でも私は日本が大好きです。ブ
ラジルへ一時帰国しても、日本の空港へ帰ってくると、自分の家に帰ったような気持ちに
なりほっとします。
　西条へは６年前に来ました。西条は静かでとてもいい所です。毎日の仕事は忙しくて休
みが少ないですが、会社の人たちは優しくてとても親切です。休みの日には、みんなとバ
ーベキューをするのが楽しみです。西条の山や川が美しくて、気持ちがいいです。
　特に水が美味しいです。水道から直接美味しい水が飲めるのは、ブラジルでは考えられ
ないことで驚きです。
　西条に来て初めて日本語を習い始めました。単語や漢字をたくさん覚えました。それが
本当に嬉しいです。次第にテレビの内容が分かるようになってきました。日本語の勉強は
難しいですが、とても面白いです。これからも仕事や日本語を頑張っていこうと思ってい
ます。西条の皆さまどうぞよろしくお願いします。

西条大好き！

▲いしづち日本語クラブ
　で勉強中の
　伊勢・ジェフェルソン
　・ダシルバさん

広報さいじょう　2012　６月号25


